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江戸時代の古日記天候記録を用いて，気象観測開始

前の気候の状態を復元することは歴史気候学研究者に

よって試みられてきたが，古日記天候記録を活用する

際に，いかにして多くの古文書史料を効率的に解読・

収集するか，という問題がある．特に，日本では歴史

気候学研究者の数が少なく，個々の研究者で解読でき

る史料の範囲は限られている．このような状況の中，

「弘前藩庁日記ひろひよみVol.１ 1661年～1740年」に

続く，本書の刊行によって「弘前藩庁日記」の天候と

災害の記録が電子ファイル形式で公開されたことは大

変，画期的である．

本書では，江戸時代に弘前藩で記録された「弘前藩

庁日記」のうち，1741年から1868年までの日々の天

気，自然災害と災害による被害，食料の値段などが一

覧表として，MS-Excelと PDF形式でCD-ROM に

収録されている．一覧表では日付の直後に日々の天気

が記載され，さらに自然災害や，災害による被害，米

の値段などが記載されている．

本書に集録されているファイルは下記の通りであ

る．

・解説（MS-Word，PDF形式）

・弘前藩庁日記1741～1780（MS-Excel，PDF形式）

・弘前藩庁日記1781～1820（MS-Excel，PDF形式）

・弘前藩庁日記1821～1860（MS-Excel，PDF形式）

・弘前藩庁日記1861～1868（MS-Excel，PDF形式）

・弘前藩庁日記（訂正）1661～1700（MS-Excel，

PDF形式）

・弘前藩庁日記（訂正）1701～1740（MS-Excel，

PDF形式）

上記のうち，MS-Excel形式のファイルとPDF形

式のファイルは内容が同一であるが，著者によれば，

その用途は若干異なる．PDF形式のファイルはデー

タが簡単には破壊されないというメリットがあり，目

視による検索・印刷等の利用に適している．一方，

MS-Excel形式ファイルは検索範囲を指定して特定の

天気の出現日を検索する場合などに利用しやすい．

「解説」では，著者が「弘前藩庁日記」の歴史的位

置づけ，記載内容，日記の執筆者と読者，日記におけ

る日付の正確性などを詳細に検討し，その内容を本書

の編集方針とともにまとめている．したがって，歴史

学や歴史気候学に馴染みのない読者でも「解説」を参

照すれば，「弘前藩庁日記」の特徴を容易に理解でき

る．

本書の特徴のひとつとして，毎日の天気記述を原文

通りに記載し，電子化していることが挙げられる．こ

れまでも，古日記から天候記録を抽出して，データ

ベース化することは試みられてきた．しかし，多くの

場合，公開されている天候記録は何らかの基準にもと

づいてコード化されており，本書のように毎日の天気

記録を原文通りに電子化すること行われていない．著

者も指摘しているように，「気候変動に関係して，江

戸時代から現代までの雷日数がどのように変わってい

るか・季節ごとにはどうか」というような問題を実証

的に解明するためには，１日の間での天気の時間変化

や，夜間の天気など原文に記載されている詳細な情報

を活用する必要がある．そのためにも，天候記録を原

本に忠実に電子ファイル形式で公開したことの意義は

大きい．

自然災害に関する記載については，飢饉対応として

御救い米を出した人数，災害による死者数，火災によ

る焼失軒数などが可能な限り定量的に記載されてい

る．もちろん，著者が指摘しているように，数値の信

頼性については注意が必要であるが，これらの記録は

気象災害の復元や，自然災害に対する社会の対応を分

析する上でも役立つものである．

古日記天候記録を気候復元研究に用いる場合，古日

記を所蔵している図書館や史料館に出かけて，記録を

写すことが一般的である．現在では，ノートPCの持

ち込みが許可されていれば，現地で直接，電子ファイ

ルに入力することができるが，ノートPCの利用が一

般的でない時代に手書きで筆写された記録について

は，再度，電子ファイルに入力する手間がかかる．本

書のような形で，原文に忠実な天候記録が電子データ

として公開されれば，重複した入力作業を行う必要が

無くなり，研究を効率的に進めることができる．一般

に，古日記天候記録の解読と収集には多大な労力と時

間を要するため，研究対象とする特定の年代や季節に
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期間を限定して解読する場合が多い．しかし，本書で

は，対象期間について全季節の記録が解読されてお

り，本書の完成に至るまでに大変な労力を要したこと

が想像できる．

「弘前藩庁日記」の他にも，日本各地には歴史時代

の天候や災害を記した膨大な古日記・古文書類が残さ

れている．本書の前編「弘前藩庁日記ひろひよみ

Vol.１」と合わせて，延べ200年以上にわたる天候と

災害の記録を電子化した著者の多大な努力に敬意を表

するとともに，本書の刊行を契機として歴史時代の気

候と災害に関する資料のデジタル化と公開が一層進展

することを期待したい．

（防災科学技術研究所 平野淳平)
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部支 り

関西支部第36回夏季大学

だよ

関西支部第36回夏季大学を，2014年８月23日（土）

に

報告

都リサーチパークサイエンスホールにおいて，

大阪管区気象台および日本気象協会関西支社の後援で

開催しました．

今回は「大気

，京

ロゾル ～大気中を浮遊する微粒

子～」をテーマとし，高橋けんし氏（京都大学生存圏

研究所）「大気エアロゾルが地球環境に与える役割を

“化学する”」，岩坂泰信氏（滋賀県立大学）「風が運ん

でくるエアロゾル：浮遊化学工場」，菅田誠治氏

（(独)国立環境研

エア

）「PM2.5は増えているのか？

心配なのか？」の３講義を実施しました．

第一講の高橋氏の講義では，雲の「芯」としてのエ

アロゾルの役割およびエアロゾルそのものの生成過程

や気候への影響に関して，理論的基礎から丁寧に解説

していただきました．第二講の岩坂氏の講義では，黄

砂研究の歴史および様々な観測手法，さらには最新の

バイオエアロゾルの研究などについて，現場での体験

談も含めて楽しく紹介していただきました．第三講の

菅田氏の講義では，近年の一大関心事であるPM2.5

について，大気汚染問題の歴

究所

ら最新の観測的知見

まで詳しく説明していただき，PM2.5の健康リスク

を冷静に判断するための基礎知識を得ることができま

した．各講義とも，講師の皆様がわかりやすい説明を

心がけて下さったこともあり，質疑応答も活発で，盛

況のうちに終了することができました．

講義後のアンケートでは，参加者73名中58名から回

答を得ることができました．アンケート回答者のう

ち，男性は74％，女性は26％で，学会の会員/非会員

別では，会員が31％，非会員が69％となりました．参

加者の年代は10代から70代までと幅広く，特に今回，

気象学会の裾野を広げるための試行として高校生の参

加を無料としたこともあり，３名の高校生が参加して

くれました．講義の難易度に関しては，「適当」と

「わかりやすい」を合わせると全ての講義で７割を上

回りました．自由形式で書いてもらった講義の感想に

ついても「こんなに充実した講義が受けられるなんて

幸せ」など好意的な内容が多く，満足のいく夏季大学

を実施できたと考えております．

最後に，多大な協力をいただいた後援の機関，講演

いただいた講師の皆様に厚くお礼申し上げます．

（関西支部)史か


